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開会時刻 午後１時３０分 

 

ただいまから、令和６年第１１回教育委員会定例会を開催します。 

本日は、１名の方から傍聴の申出がありました。事務局は傍聴人を入室さ

せてください。 

 

〔傍聴人入室〕 

 

それでは、日程第１、署名委員を決定します。平井委員と天野委員にお願

いします。 

続いて、日程第２、議案の審議にまいります。 

第２０号議案、令和６年度学校評議員の委嘱についてを議題とします。事

務局から説明をお願いします。 

 

お手元にプリントした資料ございます。Ａ４横版でございます。 

令和６年度学校評議員の委嘱についてでございます。 

まず、今年度の学校評議員の委嘱の状況が確定しましたので、ご報告させ

ていただきます。 

１番目に今年度及び直近４年間の学校評議員の人数、それから１校平均を

記載してございます。今年度、これまでに比べて１校あたり０．１人増えて

ございます。その下、内訳一覧でございますけれども、評議員の役職の違い

としましては、こちらに書いてあるとおり、ＰＴＡ関係、それから町会等自

治会関係、そして民生委員等の方々が数字としては多い状況でございます。

昨年と比べまして微増でございます。直近４年間で見ると、評議員の任期が

コロナ前に戻りつつあるというところでございます。新規の離職の方が小学

校は去年より少ない、中学は同じ。ただ、教員としては人数が増えてますの

で、継続の方が多い傾向にはございます。 

もう一度、１番に戻りますけれども、今年度コミュニティスクールのモデ

ル校が４校ございまして、このコミュニティスクールモデル校においては評

議員という名称でなく学校運営協議員、学運協と言われてますけども、モデ

ル校ですので今回評議員として準ずる形で計上してございます。 

事務局から以上でございます。 

 

この件に関しまして、何か質問、意見などはございますか。 
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今、ご報告いただきましたとおり、私はＰＴＡ関係で現役時と引退してか

らも携わっていたことがあります。町会、自治会さんとか、民生さん、本当

に地域のことについて一生懸命活動されている方ですとか、地域に深く結び

ついている方々が担当していただいておりますので、コミュニティスクール

へ発展したときにもしっかりした学校運営にしてくれるのではないかなと

思っております。 

意見といいますか、心情をお伝えしただけでございます。 

 

ありがとうございます。 

ほか、いかがでしょうか。 

 

この評議員というのは、自薦他薦、それとも次はこの方がなってください

ねみたいな順番というのもあるのでしょうか。 

 

自薦というのはあまり聞かないです。やはり学校長を中心に地域の方、そ

れから、これまで貢献された方の中で、その学校に有益な意見をいただける

方というところで実績等がございます。 

 

私が現場にいたときもやはりＰＴＡ会長さんとか町会長さんという方が

多かったですね、地元のことを知ってる、学校のことを知っていると。 

学校によっては、選定を校長先生にお願いしていると。あるいは、高校が

近くにあるところは高校の先生にお願いしている。また、高校のほうに、小

学校、中学校の校長先生が評議員となって行っているというような逆のケー

スもございますので、学校のことを知る、あるいは第三者的な立場の人に入

っていただくということなのかなと思います。 

ほか、よろしいでしょうか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

ほかになければ、第２０号議案は原案のとおり決定してよろしいでしょう

か。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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それでは、原案のとおり決定いたします。 

次に、第２１号議案、夏休み小学生年金教育～年金すごろく～開催に伴う

教育委員会後援名義の使用承認についてを議題とします。事務局から説明を

お願いします。 

 

こちら後援名義の使用申請ですけれども、新規でございます。 

東京都社会保険労務士会江戸川支部から令和６年８月１７日（土）にタワ

ーホール船堀において実施する夏休み小学生年金教室～年金すごろく～に

ついて後援名義使用の申請でございます。 

この社会保険労務士会とは、社会保険労務士法に基づき設立された法定団

体でございます。申請者の東京都社会保険労務士会江戸川支部は毎年、江戸

川区立中学校で働くことをテーマに出前授業を実施していただく等、これま

でも関わりがある団体でございます。 

このイベントは年金について正しく理解し、将来の健全な年金保険料納付

者を育成することを目的として、令和５年度から東京都社会保険労務士会江

戸川支部が開催している。小学生向けのイベントでございます。江戸川区の

小学生も参加しており、昨年度、令和５年度は、小中学生が１１名参加して

おります。イベントの具体的な内容は、２０歳からの人生すごろくに関して

老齢基礎年金の額を試算するなど、クイズやすごろくを使って楽しみなが

ら、年金制度について学習いたします。このイベントにつきまして後援名義

の申請がなされるのは、先ほど申し上げたとおり初めてとなります。子ども

たちに社会の仕組みを理解してもらうことや、健全納付者の育成を主目的と

していることから、事業内容が明らかに教育に寄与するものであり、かつ公

益性のあるものであります。また、区内全小学校に案内されており、実際に

区内の小学校の児童が参加していることからも、区内全域に及ぶ規模のイベ

ントとなっております。 

以上のとおり、事業内容の性質、これまでの経緯から後援名義の使用を承

認していただきたいと考えているところでございます。本件につきまして、

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

 

ただいまの件に関しまして、質問等あればお願いいたします。 

 

高学年小学生となってると、なかなかその内容を理解するのが難しいかも

しれないんですが、言葉を知っていただくという部分ではいいなと思ってい
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ます。この資料というか、その中に賞状とか副賞という欄があるんですが、

何も書いてないのでそれはないのか、もしくは、あるとすればどういった方

に賞状とか副賞、すごろくなので優勝したら１番に終わった方が賞状なのか

分かりませんけれども、その辺がお分かりであれば、教えていただきたいと

思っております。 

 

事前に資料をいただいてるんですけれども、特に賞状、副賞に関しては記

載は見当たりません。 

 

後で分かれば確認して。 

 

すごろくですので、順位付けはできるのかなというふうに思いますので、

また分かり次第、ご報告します。 

 

そうですね。副賞が豪華だとちょっと困っちゃうので。よろしくお願いし

ます。 

 

これ、非常に緻密といいますか、細かい内容が記載されておりまして、こ

れ大人でもなかなか言葉が分からないような部分もあったりして、子どもた

ちが全部したら本当にここにありますように小学生ですよね。テレビでもあ

りますけども、番組になるんじゃないかなと思うぐらい。楽しみながら子ど

もたち、すごろくということですので、覚えられればいいかなと思います。

特に、二十歳から納付しなければいけないということで、大学生の特例もあ

ると思いますので、そういう知識を持ってもらえればなという、自動的にそ

ういう案内、役所から来るとは思いますが、そういう知識が持っているのも

いいかなというふうに思いました。 

 

ありがとうございます。 

ほか、いかがでしょうか。 

 

去年の令和５年のテキストという感じで載っていたんですけれども、これ

には、今回は１回目なので、去年は教育委員会の後援名義使用申請はなかっ

たと思うんですけれども、去年に関して誰か行かれた方とかはいらっしゃる

のでしょうか。 
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教育委員会からですか。去年は参加していないと思います。 

 

分かりました。 

 

よろしいですか。 

ほか、いかがでしょうか。 

 

先日、ハローワーク主催の会議がありまして、江戸川区の就労状況につい

ての。そのときにもこの社会保険労務士会の方が中学生に向けて出前授業を

したということで発表されていました。小学校からこういうことを教育され

るというのは非常にすばらしい取組だと思います。 

 

私も現場にいたときに、現場で授業をやっていただいたこともありますけ

れども、小学生は確かに難しいと思うんですけれども、やはり今、消費者教

育とか金銭教育とか金融教育とかいろいろ言われてるので、基礎的なものと

か、天野委員おっしゃってました言葉とかね、そういったものを知るとかお

ぼろげでもいいからね、あるいはちょっと関心持ってもらうとかね、家族で

話していて、そういったことについてまた話が広がっていくかもしれません

しね。 

ほかになければ、第２１号議案は原案のとおり決定してよろしいでしょう

か。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

それでは、原案のとおり決定いたします。 

次に、第２２号議案、あそび防災フェス開催に伴う教育委員会後援名義の

使用承認についてを議題とします。事務局から説明をお願いします。 

 

それでは、ご説明させていただきます。 

初めての後援名義申請になります。申請者は、公益社団法人東京青年会議

所江戸川区委員会でございます。青年会議所の、略称でＪＣさんなんですけ

れども、ＪＣの江戸川区委員会さんにおきましては、例年いただいてる名義

の申請としてはわんぱく相撲があります。それに加えまして、昨年、一昨年

と独自事業としまして、イベントの開催も後援名義の申請をいただいてござ

いました。令和４年度はＳＤＧｓ、環境問題に関する講演会で、昨年度はキ
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ッズフリーマーケットに関するものでありまして、今回は内容が違いますの

で新規ということで取り扱わせさせていただいたものであります。行事名

は、あそび防災フェス。事業目的は、江戸川区のファミリー層への水害への

知識・防災意識の向上であります。実施時期は、令和６年７月７日（日）。会

場は、タワーホール船堀２階の瑞雲・平安でございます。事業規模は、江戸

川区民５００名。経費の徴収はございません。 

次のページから企画書になりますが、企画書の上段、事業の目的をご覧く

ださい。江戸川区のファミリー層へ水害について考えてもらい、自助力を向

上させる。特に今回の事業では、子どもたちに高齢者体験、車いす体験、ジ

ェスチャーゲームなどを通じて、多様な人々に対する共感と配慮の心を育む

機会を提供することを目的とするというものであります。 

企画書の次のページをご覧いただきますと、上から３行目以降であります

けれども、今回の企画としまして、主に防災意識を改めて考えてもらえるよ

うに、子どもたちに体験をベースとした開催を予定しているということであ

ります。 

具体的には、その下に黒い四角で項目を立ててございますが、こういった

内容になります。一番上の黒い四角につきましては災害時のコミュニケーシ

ョン方法として、ジェスチャーゲームを通じて、言葉が通じない状況でも意

思疎通ができる方法を学ぶ。二つ目は防災食ブースというところの中で、災

害時に必要な食料の準備とその重要性を学ぶ。三つ目が防災グッズブースで

防災グッズの使い方等、災害時に役立つ知識を身につける。四つ目がボラン

ティアセンターのブースになりますが、災害時における高齢者避難の困難さ

を理解し、助け合いの精神を学ぶ。五つ目がクイズ迷路と銘打ってございま

すが、クイズ形式で防災知識を楽しく学ぶ、こういった企画を行うというも

のでございます。 

その次のページには予算書及び江戸川区委員会の役員の名簿を参考につ

けさせていただきました。 

１点目につきましては以上でございます。 

 

この件に関しまして、質問等あればお願いいたします。 

 

やはり江戸川区、水害という部分では非常に油断できないというか、最近

でも中川の水位が上がったという記憶がありますし、また、カスリーン台風

でしたか、平井の駅前が水浸しになったりそういうの、私もよく存じ上げな

いですけれども、遠い世界の話のようですけれども、実際はそういう認識を



 No. 7  

江戸川区教育委員会議事録用紙 

 

 

 

教 育 長 

 

森 本 委 員 

 

 

 

教育推進課長 

 

 

 

 

天 野 委 員 

 

 

 

 

 

 

教育推進課長 

 

 

 

 

 

 

天 野 委 員 

 

 

 

 

 

 

子どもたち持っていただいて、先代からの災害という、防災という意識を持

っていただくのがいいかなというところであります。 

 

ほか、いかがでしょうか。 

 

これ、対象を江戸川区内５００名と書いてありますけれども、遊びですか

ら、小学生以下の方々を対象にされていると思うんですけれども、これ、ど

ういう形で広報というのはされてるんでしょうか。 

 

参加者の募集はこれからになるかと思いますけれども、チラシ等の配布に

ついてこれから相談したいというお話は伺ってございます。ここにはまだ書

いてないかもしれませんけれども、学校に向けても情報提供をしていきたい

というふうにお伺いしてございます。 

 

企画書の事業計画のところに協賛企業様のブースで出展をいただく準備

を行っていただきますなんてことが書いてあるんですが、これは防災に対し

ての企業がこういうふうに考えてますというコーナーなのか、ご協賛されて

いる会社のＰＲのためのブースなのかというところというのが、もしお分か

りであれば、結局、営利目的のブースなのかというところをちょっと教えて

いただければと思うんですけれども。 

 

こちらの企画書の２ページ目にございますように、様々な協賛企業の協力

もいただいてございますが、防災に関するブースを出していただく。そこに

いろいろなお手伝いをいただくということで、ただａｖｅｘさんはおそらく

芸能人という言葉もありますので、歌手、もしくはそういった類の方をお呼

び何かをやられるということだと思いますけれども、そのほかについては防

災に関するものというふうにお伺いしてございます。 

 

ａｖｅｘさんは、あくまでも中心となって、この企画を出してるのではな

く、この企画書にあるようにａｖｅｘさんにお声がけしてますよと。ａｖｅ

ｘさんというと、どうしても大手のイベント会社なので、収益考えないで行

っていただくというところのお考えでご協賛いただいているのかと、ちょっ

とその辺が。 
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企画書の１ページ目の中ほどに事業計画ございますけれども、エイベック

スさんにつきましては、警察庁と連携している芸能人で防災（特に水害）に

詳しい芸能人を決定してご協力いただくということで、この事業の中でこの

事業に賛同してご協力いただける企業の一つとして参加されるというもの

でございます。 

 

主体は、こちらということですね。青年会議所。あとは盛り上げというか、

ある程度ネームバリューのある方にも来ていただくということで人集め的

なところで力になってもらうということ。 

ほか、いかがでしょうか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

なければ、第２２号議案を原案とおり決定してよろしいでしょうか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

それでは、議案のとおり決定いたします。 

次に、第２３号議案、東京未来フェス～Ｄｅｓｉｇｎ Ｏｕｒ Ｆｕｔｕ

ｒｅ～開催に伴う教育委員会後援名義の使用承認についてを議題とします。

事務局から説明お願いします。 

 

引き続きまして、ご説明申し上げます。 

こちらも初めての後援名義申請になりますが、こちらの申請者は公益社団

法人東京青年会議所、理事長でございます。先ほどは江戸川区委員会であり

ましたが、こちら、東京青年会議所の本部といいましょうか、東京都の組織

全体のものの行事でございます。行事名は、東京未来フェス～Ｄｅｓｉｇｎ 

Ｏｕｒ Ｆｕｔｕｒｅ～ということでございますが、昨年２０２３年に江東

区の国際展示場におきまして、東京未来フェス２０２３という行事を開催さ

れたそうです。その他記載には東京都であったり、開催自治体として江東区

や江東区教育委員会の後援を得て同様の趣旨の行事を行ったと。今回は江戸

川区で開催をするということで、江戸川区並びに江戸川区教育委員会に後援

名義の申請をいただいてございます。 

事業目的にございますように、ボランティアなどの社会課題の解決に向け

た運動へ参加する市民が少ないという問題意識のもと、市民が社会課題の解
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決に向けた取組に参加する動機を獲得し、社会運動との繋がりを持つことを

目的として開催するものであります。実施時期は、令和６年１０月１９日

（土）。会場は、葛西臨海公園、汐風の広場であります。 

事業規模といたしましては、メインターゲットは東京都内の子育て世代及

びその子、小・中学生ということで、１万人の参加を目標としているという

ところでございます。ちなみに、昨年度、国際展示場で開催した際には２万

６，０００人参加と。今回は会場が違いますので、今回は１万人程度の参加

を目標としているところでございます。 

次のページをご覧いただきますと、企画書がございます。 

事業目的のところにございますように、昨今の日本では、高齢化と人口減

少、地域経済の衰退、地域間格差、地域コミュニティの弱体化などの課題が

山積しているため、市民が地域の課題解決の担い手に積極的に参画していく

ことが必要不可欠、そういった課題認識のもと、そのパラグラフの下から３

行目、社会課題の解決へ向けた運動へ参加する市民が少ないという問題意識

のもとで市民が社会課題の解決に向けた取組、ボランティア活動等に参加す

る動機を獲得し、社会運動の繋がりを持つことを目的とするというものであ

ります。 

事業計画・内容のところをご覧いただきますと、本事業は青年会議所及び

その連携した企業が取り組んでいる事業、その中で社会活動を市民に対して

発信していくということで行うものでありますが、企画は東京青年会議所の

ほか、関係団体も含めたステージ企画等を行うというものでございます。下

から９行目以下にございますが、本事業は子育て世代及びその子、特に小・

中学生に訴求しやすいコンテンツとして発信することで、身の回りの団体企

業が営利活動以外に地域社会の課題を解決するために取組を行っているこ

とを周知する。また、小・中学生に向けては、その場で体験できるボランテ

ィアなどの社会活動も準備をしており、小・中学生が社会の一員であること

を自覚したり、興味関心のある社会課題を解決する主体となる機会、動機を

提供するということを企図しているということでございます。 

次のページになりますが、パフォーマンスを展開する予定でございます

が、内容としては主に江戸川区内の小・中学生を主体とするブラスバンドや

ダンス実演、こういったところを検討されており、現在、出演者への声かけ

を行っているというところでございます。 

したがいまして、本事業では江戸川区内の小・中学生を主体とする自主団

体の活動の発表の場としても活用していただくことを想定して実施すると

いうふうにお伺いしてございます。 
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次のページからが東京青年会議所からいただいてございます企画書等に

なりますけれども、内容は重複してございますので、企画書のページ番号で

申し上げますと１４ページ以降が具体的な企画の内容になります。 

ステージ企画として出演者、様々な発表やトークディスカッションのほ

か、学生団体のステージ発表というところは小・中学生を主に考えてらっし

ゃるということでお伺いしてございます。 

１５ページにはブース企画ということで、東京青年会議所並びにその関連

する団体さんのほうで、地域課題解決のための様々な取組を紹介していただ

けるというところでございます。あわせて、次のページにありますように、

企画③マルシェということで、全国の物販や飲食コーナー、また、キッチン

カー等の配置をするというふうにお伺いしているところでございます。 

企画の内容につきましては、その他、予算書及び青年会議所の定款また会

員名簿につきましては机上に配付させていただいてございます。 

説明は以上です。 

 

なかなか盛りだくさんの内容でございます。またあとでじっくり見ていた

だくことにもなろうかと思いますけれども、質問等あればお願いいたしま

す。 

 

先ほどボランティアというか、そういったところの精神を養っていく一助

にということで大変にいい企画だなと思って、まずおります。その中でぱっ

と目を通させていただいただけなんですけど、江戸川区民まつりと同じよう

な、逆に老若男女の一堂に会する場を提供していく、そういったイベントな

のかなとちょっと感じた部分もあるものですから、何となくその一番初めの

企画の目的と、自分の中では合致してないというか、コミュニティの和を広

げていくためのイベントということなのであれば何か理解できたんです、す

っと入ってきたのですが、私の受け止め方が違ったかもしれませんけれど

も、いろいろ言いましたけれども、企画としてはコミュニティを活性化させ

るための企画としてはよろしいなという思いではあります。ただ、時期的に

江戸川区民まつりとほぼほぼ変わらない時期に、江戸川区民まつりって１０

月頭ですよね。だから、区民まつりがダブルで来るのかなという。江戸川区

って割と充実しているので、そういった区民の発表の場所とかですね、コミ

ュニティを活性化させるというのが十分充実している都市であるというこ

とを前提の中で、また次のイベントもあるんだなということの感想でした。 
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ありがとうございました。 

 

私も天野委員と同じように、ポイントとしてはどういうイベントなのかな

というところはちょっと思ったところではありますが、町会、自治会が発す

る、行政が発するイベントと違って、今、青年会議所ということで企業を中

心に課題の解決を考えるというようなイベントなのかなというところと理

解はしたつもりでございます。また、パフォーマンスということで江戸川区

の小・中学生、どんな団体、合奏なのか、吹奏楽とかもちろんあるんですけ

れども、活躍の場が設定していただけるということであれば、それも一つい

い活躍の場を提供していただけるということになるのではないかなという

ところでは思っています。ちょっと去年の会場と規模が違うと思いますが、

江戸川区の葛西でこのイベントが定着するようになればいいかなという気

持ちもあります。 

以上でございます。 

 

ほか、いかがでしょうか。 

日程が確かに区民まつりと近いのが気になるよね。変な話区民まつりの参

加者が少し減っちゃうとかね、そうなっちゃうと本末転倒になっちゃう。 

 

翌日が葛西まつりです。葛西まつりが２０日ですね。 

 

お互いそれは知っているんですか。 

 

分からないと思うんですよ。葛西まつりの実行委員会のほうが分かってい

るかどうかはわかりませんが。２０日（日）です。 

 

今のお話をお伺いすると、葛西のほうのおまつりは教育委員会の後援は入

ってないですよね、葛西まつりですからね。 

 

後援は入っております。区主催ですから。この東京青年会議所さんは東京

都全体の組織でありますけれども、当然、東京都全体ということは江戸川区

委員会の皆さんもこの中には入っていらっしゃって、地元の皆さんというこ

とで、一つ前のイベントでありました、東京青年会議所江戸川区委員会の皆

さんも、ここには参画されているそうですので、地域の事業者の皆さんが当

然いらっしゃいますので、地域の行事との日程の関係は当然把握はされてい
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るというふうに思っておりますけれども、確かに近いことは近い。 

 

葛西のおまつりと同じ日となると、ちょっと。 

 

１日違う。土曜日と日曜日。 

 

１日違うのですね。それだったら心苦しいなと。 

 

承知の上でということで。 

よろしいでしょうか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

それでは、第２３号議案を原案のとおり決定いたします。 

次に、追加議案第２４号議案、いじめの重大事態に係る調査についてです

が、個人が特定されるなどの影響が懸念されることから、教育委員会会議規

則第１３条に定める秘密会として審議したいと思います。この発議に賛成の

方は挙手をお願いします。 

 

〔賛成者挙手〕 

 

賛成多数と認めます。本案件は秘密会となります。 

審議は、本日の公開案件の後、行いたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

次に、日程第３、教育関係事務報告にまいります。教育委員会後援名義の

使用承認について事務局から説明お願いします。 

 

また、後援名義のお話ですけども、先ほどの年金すごろくですけれども、

いま一度確認したところ、賞状・副賞等はありません。 

続きまして、今回、千葉商科大学から後援名義の使用について、今回１７

回目の申請になります。 

千葉商科大学より、令和６年８月３１日（土）及び９月１日（日）に大学

構内において実施する、キッズビジネスタウン®いちかわについて、講演名

義の使用申請がございました。 

このイベントは働くことの大切さや喜び、楽しみを知り、一人ひとりの働
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きが社会を形成している要素であることを理解することなどを目的として、

平成１５年度から千葉商科大学が開催している幼児小学生向けのイベント

でございます。江戸川区の小学生も参加しており、昨年度は小学生が１２名

参加してございます。イベントの具体的な内容は、仮想の街キッズビジネス

タウン®いちかわの中で、子どもたちが各々やりたい仕事を選び、その街の

中だけで通用する通貨により給料を受け取り、自分が働いていたお金で買い

物などをするというもので、運営は大学生が中心となって行われておりま

す。 

このイベントにつきまして、これまでも教育委員会において後援名義の使

用を認めていただいてきたものでございます。子どもたちに働くことを通じ

て社会の仕組みを理解してもらうことを主目的としていることから、事業内

容が明らかに教育に寄与するものであります。 

また、これまでも区内全小学校に案内されており、実際に区内の様々な小

学校の児童が参加していることからも、区内全域に及ぶ規模のイベントとな

ってございます。 

以上のとおり、事業内容の性質、これまでの経緯から、今年度についても

後援名義の使用を承認していただきたいと考えているところでございます。 

本件につきまして、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

ただいまの件に関しまして、何か質問、意見などはございますでしょうか。 

 

昨年もあったと思うんですけれども、大変面白い、また子どもたちも興味

があるのではないかなと思うんですが、昨年は江戸川区からも１２名の参加

とありましたけれども、全体でみると、近くの小学校の子どもたちも参加し

ていると思うんですけれども、その辺の数というのは分かりますか。 

 

人数は３００名を目標としておりますけども、昨年度は１日目、２日目合

わせて４６６名の参加がございました。基本、市川と千葉県の子どもたちが

多いようでございます。 

 

分かりました。ありがとうございます。 

 

ほか、いかがでしょうか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



 No. 14  

江戸川区教育委員会議事録用紙 

 

教 育 長 

 

 

 

百々教育研究

所 長 

 

 

 

 

教 育 長 

 

平 井 委 員 

 

 

教育研究所長 

 

教 育 長 

 

 

 

教育研究所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なければ、ただいまの報告事項を了承いたします。 

次に、いじめ電話相談（令和６年５月分）について、事務局から説明お願

いします。 

 

令和６年度５月のいじめ電話相談につきまして、ご報告させていただきま

す。５月は１件でございました。学年は小学校３年生の男子児童でございま

す。相談の内容としましては、暴力に関することです。架電者は、母親とな

っております。 

以上でございます。 

 

この件に関しまして、質問等あればお願いします。 

  

暴力というところですけども、怪我をしたのかどうなのかという部分で分

かる範囲で話せれば、聞かせていただければと思います。 

 

怪我等はありませんが、心の傷を負っているというところでございます。 

 

ほかになければ、ただいまの報告事項を了承いたします。 

次に、日光自然体験教室のお誘いについて、事務局から説明をお願いしま

す。 

 

不登校児童生徒に向けた自然体験教室のことにつきまして、ご報告させて

いただきます。 

毎年度、教育研究所では、不登校傾向も含む不登校児童生徒に向けた自然

体験教室宿泊学習のほうを開催させていただいております。昨年度までは、

茨城県の城里町へ行っておりましたが、今年度から栃木県の日光市のほうへ

行こうというところで今計画を立てております。日程につきましては、８月

１日から８月２日の一泊二日。場所としましては、日光市。宿泊場所が葛飾

区立の日光林間学園を使用させていただく予定でございます。この行事で子

どもたちが自ら東照宮であったり自然を体験する中で、子ども同士で施設案

内をしたり、事前学習したものを発表する場などを計画しているところでご

ざいます。学校サポート教室の児童生徒が中心となるのですけれども、各学

校にも伝えて、多くの参加を呼びかけていこうと考えてございます。 

以上でございます。 
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ただいまの件、いかがでしょうか。 

 

学校を離れてというところで気分的にも全然違うでしょうし、また新たな

気持ちで過ごせるような感じになってくれればいいかなと思います。 

 

日光はものすごいいろんな東照宮だけじゃなくて、自然の中での名所って

たくさんあるので、そういったところで下調べをして皆さんで説明し合って

ガイドしながら探索していくという企画、とてもいいかなというところで思

っていますので、自然の中で今職務代理がおっしゃったように、いろいろ充

実して一泊二日過ごせるようにしていただきたいなと思っています。 

以上です。 

 

ありがとうございます。 

よろしいでしょうか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

ほかになければ、ただいまの報告事項を了承いたします。 

これより会議は秘密会となります。傍聴人の方は退室願います。 

 

〔秘密会〕 

〔秘密会終了〕 

 

以上をもちまして、令和６年第１１回教育委員会定例会を終了します。 

 

閉会時刻 午後２時２８分 

 

 

 


